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こともあって、この業界では日プラという

名前が世界中で浸透しました。その後は

世界各地から仕事が舞い込んでくるよう

になり、現在では世界の50数ヵ国にある

沢山の水族館や動物園で私どもの「アク

アウォール」が使用されています。

技術的な核となっているものは何でしょ
うか。
　いろいろありますが、独自の接着技術は

他の追随を許さないと自負しております。

「アクアウォール」の母材は、縦8.5m・

横3.5mという大きさで厚みが30㎜～40

㎜ある、特注したアクリル板。それを何枚

か貼り合わせて厚くすることで、水圧に耐

えられるようになります。

　たとえば、ギネス記録となったチャイム

ロング横琴海洋王国の大型水槽パネルで

は、このアクリル板を20枚、特殊な接着剤

で貼り合わせました。この接着剤は、私ど

もが長年の経験からアクリルとほぼ同じ光

の屈折率を保持したスペックで開発したも

ので、いくらアクリル板を重ねても、接着

剤が硬化すれば1枚のガラスのように仕上が

ります。ただそうするためにはそれぞれの

接着プロセスに応じて微妙な圧をかけた

に聞いてみます」というような悠長な対応

は、海外ビジネスでは許されませんから。

　日プラは言ってみれば、社長1人だけがボ

コッと頭にいて、他の人間は全部横並びの

“文鎮型組織”なんです。その意味では社長

以外は全員、何でもこなします。専務の私も

移動ついでにトラックで資材を運びますし、

「専務、手が空いていたらお願いします」っ

て、社員から雑用もよく頼まれます（笑）。

　私だけでなく、必要ならたとえば営業の

女性に「ちょっと現場に行って来て」とお

願いして、通訳仕事の傍らしばらくの間勉

強のため海外の現場で下働きをしてもらう

こともありますよ。こうやって現場の技術

屋だけでなく、スタッフ部門も会社全体の

動きを理解して助け合わないと、小さな企

業は合理的には機能しません。

り、厳密な温度管理をして硬化させたりす

る必要があります。もちろんこれも日プラ

独自のノウハウとなっています。それに加え、

大型水槽の場合は、自社工場で加工した縦

8.5ｍ・横3.5ｍの「アクアウォール」を何枚

か設置現場に運んで、今度は立てたままで

継ぎ目が分からないように接着しなければ

なりません。この昼夜を問わず1週間ほど続

く作業も、経験がモノを言うナーバスな仕

事です。これらどの工程も、職人的な勘が

必要で最後は手仕事で仕上げています。

職人的な技術が日プラを支えているの
ですね。
　そうですね。ただ、日プラにいるのは、

“この道ひと筋”タイプの技術屋ではあり

ません。なぜなら限られた人材でさまざま

な工程をこなさなければならないので、逆

に研磨でも接着でもパネル設置でも、何で

もこなせるマルチな技術者でなければ使え

ないんです。それは現場の技術者だけでな

く、営業の窓口にも言えます。私どもは世

界中のどこの物件でも問い合わせがあった

ら、すぐに飛んでいくのをポリシーとして

います。その際も「アクアウォール」のこと

だけでなく、水槽には必須の水循環技術や

防水技術等、全ての質問に1人で答えなけ

ればいけません。「それは帰って現場の者
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世界初ともなれば注目度も高く、社業も
順調だったのではないですか。
　いいえ、下請けからの脱皮はできました

が、今度は今まで水槽を手掛けていなかっ

た大手アクリル板メーカーがライバルとし

て前に立ちはだかるという苦しい戦いが始

まりました。当時も水族館の水槽は何千万

円、何億円という単位の商売。世界初の回

遊水槽を開発し、技術では絶対の自信があ

ると言っても、従業員が10名足らずの日

プラにはなかなか仕事を発注してくれな

い。一方ライバルの大手メーカーは信用力

があり、その差でメインの大きな水槽を独

占していました。仕事が私どもに回ってき

ても、小さな水槽ばかりという情けない状

態がその後長く続いたのです。

その厳しい局面をどうやって打開したの
ですか。
　潮目が大きく変わったのは、平成2年に誕

生した大阪市にある水族館・海遊館のプロ

ジェクトに関わったことです。海遊館は四

角い水槽の窓がズラリと並ぶ“汽車窓式”の

従来形の水族館ではなく、大きな水槽を

作って人がその周囲を回って見物する、見

せ方も規模もそれまでとは大きく違う新し

い形の水族館の走りでした。この工事には

多くのアクリルパネルを使うことから、日

本国内のライバルである大手メーカーに加

え、アメリカのメーカーも呼ばれる等、世界

中からアクリル水槽会社が集結しました。

実はそこで初めて透明度や強度等、アクリ

ル水槽の統一スペックが決められたわけで

すが、それを算出する破壊試験で日プラの

ものが一番優秀だと認められ、それが業界

世界市場へはどんなアプローチをされ
たのですか。
　こちらがその方法を模索している、ちょ

うどその頃、本当に幸運なことに、アメリカ

のカリフォルニア州モントレー郡にある、

当時世界最大級の規模を誇ったモントレー

ベイ水族館から、「増築するのでコンペに参

加しないか」という連絡が入ったのです。

　というのも、海遊館のプロジェクトに参加

したアメリカの競合メーカーが日プラの技術

力を見込み、共同で仕事を獲得しようと画策

し、勇み足で会社名をどこかで出したらしい

のです。そこで水族館の担当者が「いったい

日本の日プラって何だ?」といろいろと調べ

て、連絡してくれたというわけです。私たち

にとっては渡りに舟の話で、英語も話せない

のに飛んで行きました（笑）。

　おかげさまで水槽作りにかける情熱も汲

んでいただき、コンペでも勝つことができ

ました。その除幕式でモントレーベイ水族

館の館長が、いち業者である私たちの顔を

立てて、「この水槽こそ我々が選択した日プラ

のテクノロジーだ」と紹介してくださった

で知れ渡ることとなります。おかげさまでそ

の後は水族館ブームにも乗って、平成4年に

完成した名古屋港水族館をはじめ、いくつか

の水族館でメインの水槽を作らせていただ

けるようになりました。

そこから世界中で水族館を手掛けられ
るようになられるわけですね。
　残念ながら、まだまだ話はそううまくは

行きません（笑）。当時はその仕事を取るた

めにライバル企業と激しい価格の叩き合い

がありましたので、会社が潤っているなん

て到底言えない状態でした。

　そんな折、バブルが弾けます。各地で進

んでいた水族館計画は見事に全てが白紙とな

りました。当時社員は30名ほどでしたが、

このままでは会社を解散しなければならな

いという瀬戸際まで追いつめられました。

日プラの創業以来一番の危機だったのでは

ないでしょうか。その意味では、日本に仕事

がないのですから見切りを付けざるを得ず、

グローバルに打って出るしか生き残る道は

なかったというのが正直なところです。
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プロフィール

PROFILE

マルチな人材で
組織を合理的に動かす

日プラでは全社員が助け合い、小さな組織を合理的に動
かしている

く

苦難の時代を経て
いざグローバルへ

沖縄美ら海水族館での設置風景。巨大なパネルをつなぎあわせ、まるで一枚かのように仕上げる。その決め手は“職人の勘”

世界への扉を開いてくれたモントレーベイ水族館

てつひろ

かたわ

ぶんちん



06  CABIN vol.85  2014.6

組織的に会社の規模としては現状をど
うお考えですか。
　現在従業員が90名ほどいますが、経営

陣にはこれ以上会社の規模を大きくする

気持ちや、上場しようという考えは微塵も

ありません。確かに仕事のボリュームを

考えると、人を増やしたいのは山々という

面もあります。しかし日プラは、下請けの

不遇時代を何とか切り抜けた後も、大手

メーカーとの競合やバブル崩壊で2度も厳

しい状態に追い込まれた苦い経験があり

ます。今日景気が良いからと言って、明日

どうなるか分からないのがこの世界。そ

うなった時に、私ども経営陣は従業員や

その家族を守らなければならない。その

意味では、今でも人数は多いと考えている

くらいです。

　少数精鋭で戦って、自分たちの技術が

どれだけ社会に貢献して認めてもらえる

か。その結果として、日プラで働くこと

にみんながプライドを持てて、社員とそ

の家族が食べていくことができれば、私

はそれで十分だと考えています。

水族館事業に関して今後の抱負をお聞
かせください
　水族館向けの水槽パネル事業がなかなか

軌道に乗らなかった1980年代、活魚ブー

ムが起こり、飲食店の店内に生簀を作るの

が流行りました。日プラも飲食店にアクリ

ル製の水槽を納入したり、コンクリート製

の生簀を工事屋として作ったりしていまし

た。そこで積み重ねた水処理技術や防水技

術をはじめ、お客さまに見せるための水槽

を岩や海藻で飾るディスプレイ等のノウハ

ウが、いまの日プラの“水槽屋”だけでな

い、水族館作りに総合的に関わる強みにつ

ながっていると思います。それに加えて現

在は展示する魚の種類や、その購入先、飼

育管理者の養成等、水族館作りの基本的な

部分からコンサルできる能力も身に付けま

した。

　また、日プラの目的は、いい水族館を作

ることに尽きます。そのためにはお金をか

のある美しい画像を映し出すスクリーンを

開発したのです。水族館の水槽と同じよう

に、堅牢性と耐久性が優れているという特

徴もあります。ほかに“防潮堤の窓”とい

う製品も開発しました。これは巨大な水圧

にも十分耐えられる、アクリル製の覗き窓

で、巨大防潮堤に取り付けると、海の様子

が分かります。いくつかの自治体に納品さ

せていただきました。

　日プラは、良くも悪くもずっと“アクリ

ル屋”で生計を立ててきました。そして今

も、社員全員が“アクリルばか”なんです。

まだまだアクリルが世の中のお役に立つ分

野はたくさんあると思います。これからも

愚直にこの素材を極めていくことが責務だ

と考えております。

ければいいというものでは当然ありませ

ん。生き物を扱うわけですから、それなり

のモラルが必要ですし、それに伴う知識や

技術は必須です。中には「金さえ出せばい

いんだろう!」という方もいらっしゃいま

すが、そんなプロジェクトは絶対に成功し

ませんからこちらからお断りします。

　私たちが実現したさまざまな形の水槽の

アクリルパネル加工技術も、最低でも50

年はもつ水槽の耐久性も、すべては皆さん

に水族館を末長く楽しんでいただくための

努力の証しです。アフリカ等、水族館がひ

とつもない国がまだまだ世界にはたくさん

あります。そんな国の子どもたちに小さく

ても素敵な水族館を届けるためにも、今後

も蓄積してきた多様なノウハウを活かし

て、水族館を総合的にプロデュースしてお

役に立てればと思っています。

新しいビジネスを積極的に模索してい
らっしゃいますよね。
　日プラは常に新しい分野を開拓したいと

考えています。たとえば鉄やコンクリー

ト、ガラスが主に使われている市場であっ

ても、アクリルという素材を使えばこんな

ことが実現できる、こんなメリットがある

という新製品を世の中に送り出したい。そ

のひとつが、映像スクリーン“ブルーオー

シャン”です。水族館の水槽には、透明度

が高く、ひずみの少ないアクリル板が欠か

せません。このアクリル板を使い、立体感
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香川県木田郡三木町に本社を構える日プラ。目先の利益は追わずに、これからもアクリルの可能性を追求していくという

沖縄美ら海水族館写真集をプレゼントします。
今号のアンケート（本誌在中）をくださった方の中か
ら5名様にお送りいたします。

PRESENT
沖縄美ら海水族館写真集を
プレゼント

アクリルを極め
新しい分野を開拓

「何でもできる」マルチな社員を養成し、
少数精鋭でグローバル・トップを維持する日プラには、
着実な技術の発展と積極的なグローバル展開とともに築き上げてきた、
人材発見・育成の法則がある。

いけす

ニッチ世界一を支える
小さな会社の「人づくり」3つの法則

　面接して採用を決めるのは全て一緒に働く現場の人間です。私ども経営陣は後々

にその人物と会いますが、その合否については一切関与しません。ただ、面接をし

て推薦した社員はその人物が入社したら、教育係として面倒を見る責任が生じま

す。それが嫌だったら「推薦はするな」と言ってあります。一方の新入社員には

「彼が推薦してくれたから入社できた。何かあったら彼の面子をつぶすことになる

ので、その覚悟をもって頑張ってくれ」とだけ伝えます。私どもみたいな小さな会

社にとっては、新入社員が有益な人材に育つか否かは、まずは一緒に働く連中に仲

間としてその人物を迎え入れ、ともに成長していく覚悟があるかどうかなんです

ね。決定権は現場。これが日プラの採用ルールです。

一緒に働く現場の人間が採用を決定

協調性を重視した採用が社員の定着率を向上させた

　水族館に関わる仕事は、常時世界中のどこかで5つから6つのプロジェクトが並

行して動いています。その期間は短くて半年、長ければ2年以上かかります。そこ

にはプロジェクトの規模によって5～10名のチームが派遣されていますが、どのプ

ロジェクトでも同じメンバーが最初から最後まで担当するということは、決してあ

りません。必ず途中でチームを入れ替えます。それは限られた人材を合理的に配置

するため、やむを得ずそうなっている面もありますが、常に現場に緊張感を持たせ

るという目的もあります。その意味では、チームのメンバーも同じ顔ぶれにならな

いように、毎回シャッフルしています。これも現場がマルチな技術屋で構成されてい

るからこそできる、日プラならではの法則だと思います。

プロジェクトのメンバーをシャッフル

日プラは世界50ヵ国以上のプロジェクトに関わってきた

　いま『アクアウォール』を製造しているのは、高松の本社工場、沖縄工場、神戸

工場の3つです。天変地異等でどこかが機能不全になっても、他2ヵ所で製造を継

続、世界へ製品を安定出荷できるようにしているわけですが、社長の最近の口癖が

「品質が一番いいのは沖縄や。一番ボロいのが本社」（笑）。沖縄は若い子が教えら

れた通りに一生懸命やっているが、本社では馴れ合いが出ていると言うんですね。

そのため本社のキャリア何十年というベテランが沖縄工場に研修に行かされたこと

もありました。ベテランは初心を忘れがちですし、時として合理性を無視した“職

人”になりがちです。こうやって意識的に「新人」と「ベテラン」がお互い刺激し合

う場を作るのも“人づくり”のひとつです。

時として「新人」は「ベテラン」に勝る

3工場での製造で事業継続性も確保した

めんつ

みじん

はや

けんろう


















